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結論  

 ホ リ ロ 氏から提出された学位請求論文「モンゴル語オラド方言の文法」について、論文

審査と口述による最終試験の結果、審査委員会は博士（学術）の学位を授与するにふさわ

しい研究であるとの結論に達した。  

 なお、審査委員会は呉人を主査に、副査として本学のアジア・アフリカ言語文化研究所

の山越康裕教授、本学の梅谷博之特任講師、本学の山田洋平准教授、主任指導教員である

風間伸次郎教授を加えた５名で構成された。  

 

論文の概要  

 本 論 文 は 、モ ン ゴ ル 語 オ ラ ド 方 言 の 文 法 を 主 に 音 韻・形 態 の 面 か ら 記 述 し た も

の で あ る 。 オ ラ ド 前 旗 で 話 さ れ る オ ラ ド 方 言 を 対 象 に し た 文 法 記 述 と 、 約 2 0 0 0

語 の 語 彙 デ ー タ 、呼 称 シ ス テ ム 、2 編 の 自 然 談 話 資 料 の テ キ ス ト を 提 示 し て い る 。

さ ら に こ の 方 言 へ の 漢 語 か ら の 影 響 に つ い て も 分 析 を 加 え て い る 。  

 本 論 文 の 構 成 は 以 下 の よ う に な っ て い る 。  

 「 序 章 」で は 、ま ず 本 論 文 の 背 景・目 的・意 義 に つ い て 述 べ て い る 。次 に 筆 者

が こ れ ま で 行 っ た フ ィ ー ル ド 調 査 や オ ン ラ イ ン 調 査 の 概 要 な ど 、 本 論 文 の 元 と

な っ た デ ー タ を 紹 介 し 、 本 論 文 の 構 成 な ら び に 表 記 の ル ー ル を 提 示 し て い る 。  

 第 1 章「 オ ラ ド 方 言 の 概 要 」で は オ ラ ド 方 言 の 基 礎 的 な 情 報 、す な わ ち オ ラ ド

方 言 が 話 さ れ て い る 地 域 の 地 理 、生 業・文 化 、歴 史 を 紹 介 し た 。そ の 後 、オ ラ ド

方 言 の 言 語 系 統 を 略 述 し 、話 者 人 口 、言 語 名 、言 語 接 触 、方 言 内 部 の 差 異 、お よ

び 本 論 文 の 研 究 対 象 を 示 し た 。そ の 後 、オ ラ ド 方 言 に 関 す る 先 行 研 究 の 整 理 を 行

っ て い る 。  

 第 2 章「 音 韻 論 」で は 、オ ラ ド 方 言 の 音 韻 体 系 を 明 ら か に し て い る 。ま ず 、各

音 素 と そ の 実 現 形 を 示 し た 。そ こ に は モ ン ゴ ル 語 の 文 語 形 を 示 し 、チ ャ ハ ル 方 言

や オ ル ド ス 方 言 、 お よ び 同 じ 音 韻 特 徴 を 持 つ ホ ル チ ン 方 言 な ど と の 相 違 に つ い

て も 指 摘 し て い る 。 オ ラ ド 方 言 の 音 韻 的 な 特 徴 と し て 、 音 素  / ə /  は 語 頭 音 節 で



は  [ ə  ～  i ]  と し て 実 現 し 、 長 母 音  / ə ə /  が 語 頭 音 節 に 現 れ な い こ と や 、 近 隣 方

言 に あ る  / o / [ o ]  が オ ラ ド 方 言 に 存 在 せ ず 、こ の 点 で は 歴 史 的 に 関 連 が あ る ホ ル

チ ン 方 言 と 軌 を 一 に し て い る こ と が 示 さ れ て い る 。次 に 、音 節 構 造 、ア ク セ ン ト

の 記 述 を 行 い 、さ ら に オ ラ ド 方 言 の 母 音 調 和 の 特 徴 を 、固 有 語 、借 用 語 、接 尾 辞

の 各 面 か ら 述 べ て い る 。特 に 接 尾 辞 の 母 音 調 和 に 関 し て は 、一 部 の 定 動 詞 接 尾 辞  

( - j A A ,  - l A A ,  - n A A )  や 副 動 詞 接 尾 辞  - x l A A r ,  - s A A r、 お よ び 完 了 、 完 遂 形 動 詞 接

尾 辞  - s Aŋ  や  - t s Aŋ  に 母 音 調 和 の 崩 れ が 見 ら れ る こ と を 指 摘 し た 。  

 第 3 章「 記 述 の 諸 単 位 」で は 、記 述 に 用 い る 単 位 の 導 入 と 、品 詞 分 類 、形 態 法

の 記 述 を 行 っ て い る 。品 詞 に は「 名 詞 」「 指 示 詞 」「 形 容 詞 」「 数 詞 」「 代 名 詞 」

「 動 詞 」 「 副 詞 」 「 接 続 詞 」 「 間 投 詞 」 「 小 辞 」 の 1 0 種 類 を 認 め 、 語 形 成 の 方

法 に は 派 生 、 重 複 、 複 合 の 3 つ が あ る こ と を 示 し た 。  

 第 4 章「 名 詞 類 と 名 詞 形 態 論 」で は 、名 詞 、形 容 詞 、数 詞 、代 名 詞 の 構 造 を 述

べ 、名 詞 に 接 続 す る 接 辞 を 複 数 表 示 、格 、再 帰 、所 有 の 順 に そ れ ぞ れ 記 述 し て い

る 。 格 接 尾 辞 の う ち 、 特 に 内 格  - t A r  が オ ラ ド 方 言 の 特 徴 で あ る こ と 、 指 小 辞   

- x Aŋ  が 重 複 し て 用 い ら れ る こ と や 、 属 格 形 に 後 続 す る 所 有 接 尾 辞  - x の 任 意 性

と い っ た 特 徴 を 指 摘 し て い る 。代 名 詞 に は 、人 称 代 名 詞 、指 示 代 名 詞 、再 帰 代 名

詞 、疑 問 代 名 詞 等 の 下 位 分 類 を 認 め 、 1 人 称 に は 包 括 形 に 由 来 す る  b i d -  系 列 が

な い が 、 除 外 形 に 由 来 す る  m a n -  系 列 を 持 つ こ と 、 意 味 的 に は 包 括 と 除 外 の 区

別 が な い こ と を 示 し て い る 。  

 第 5 章「 動 詞 と 動 詞 形 態 論 」に お い て は 動 詞 の 基 本 構 造 を 示 し た 後 、動 詞 の 屈

折 と 派 生 に つ い て の 記 述 を 行 っ て い る 。屈 折 接 尾 辞 は 定 動 詞  (終 止 形 と 命 令・願

望 形 )、 副 動 詞 、 形 動 詞 に 分 け て 考 察 し 、 派 生 接 尾 辞 に は ヴ ォ イ ス 、 ア ス ペ ク ト

の 接 尾 辞 を 扱 っ て い る 。懸 念 を 表 す 命 令・願 望 形 接 尾 辞  - čU x U ɛ  ～  - x U ɛ は 他 の

方 言 で は 確 認 さ れ て い な い 要 素 で あ る 。 非 過 去 形 動 詞 接 尾 辞  - x  の 文 末 で の 使

用 は 必 ず 文 末 小 辞 を 伴 う こ と も 指 摘 し て い る 。  

 第 6 章「 不 変 化 詞 類 」で は オ ラ ド 方 言 の 副 詞 、接 続 詞 、間 投 詞 、小 辞 全 般 に つ

い て 考 察 し て い る 。第 7 章「 オ ラ ド 方 言 に 見 ら れ る 漢 語 の 干 渉 」で は 、オ ラ ド 方

言 に お け る 漢 語 借 用 語 の 音 韻 的 特 徴 と 形 態 的 特 徴 を ま と め た 。 漢 語 借 用 語 の 音

韻 に 関 し て 、古 い 時 期 に 借 用 さ れ た 語 は 複 合 母 音 の 長 母 音 化 や 、母 音 調 和 が 適 用

さ れ る な ど モ ン ゴ ル 語 の 規 則 に 則 っ て い る こ と 、漢 語 形 容 詞 は 漢 語 要 素「 地 ／ 的  

- d」を 伴 っ て 用 い ら れ る こ と 、漢 語 名 詞 語 幹 に モ ン ゴ ル 語 の 動 詞 派 生 接 尾 辞 が そ

の ま ま 接 続 さ れ る こ と が 広 く 観 察 さ れ る こ と を 論 じ て い る 。 オ ラ ド 方 言 が 話 さ

れ る 地 域 は 漢 語 の 下 位 方 言 で あ る 晋 語 地 域 で あ る こ と を 指 摘 し て い る 。  

 

 



審査の概要及び評価  

 上記のようにホリロ氏の博士論文は、新しい知見を多く示しつつ、モンゴル語オラド方

言の音韻・文法の全体像を詳しく解明することに成功している。  

 本論文の内容に関して、各審査委員からさまざまな評価がなされた。各委員より特に高

く評価されたのは、以下の点である。  

・必要な点をおさえた詳しい記述であり、内的再建の資料としての価値もある点が評価で

きる。  

・ 語彙集とグロス付きのテキストがついている点も高く評価される。  

・従来言われてきたこの方言のモンゴル語諸方言中の位置づけに対して、再検討が必要である

ことを言語事実とともに提示した点が貴重である。  

 

 しかしながら本論文にも改善すべき点が残されている。最終試験において、審査委員か

らいくつかの質問、要望が出された。その指摘のうち、重要な点としては以下のようなも

のをあげることができる。  

・用語に関して、形の面でも機能の面でも使用にゆれがある。  

・内モンゴルの先行研究の記述の伝統的な形式を無批判に受け継いでしまっているところ

が見られ、その結果、記述全体のバランスが悪くなっている。  

・共時的な問題と通時的な問題を峻別すべきである。  

・チャハル方言としている形の中には、内モンゴルの人工的な共通語として設定したもの

が含まれている。  

・付録テキスト中の語形に論文中の音韻的記述と合致しないように見えるものがある。  

 

 各委員からのこれらの指摘も、本論文の価値を高く評価した上で今後のさらなる研究の

進展を期待したものであり、建設的な意見として提言を行っているものといえる。  

 最終試験における質疑においても、申請者の応答は的確で、委員たちとの間で学問的に

興味深い議論が行われた。その過程から、申請者が指摘された問題点をよく自覚し、今後

それらを解明していくのに十分な学識と強い意欲を持っていることが確認された。モンゴ

ル語オラド方言の文法全般の記述研究の進展、さらにはオラド方言を含むモンゴル語諸方

言の記述研究・対照研究・系統的な観点からの研究に関して、申請者の今後の活躍が十分

に期待できる。  

 審査委員会は、学位請求論文の内容、ならびに最終試験（公開審査）の結果より総合的

に検討した結果、全員一致で申請者ホリロ氏の学位請求論文が博士（学術）の学位を授与

するにふさわしいものであるという結論に達した。  

 


